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論 文 要 旨

本論文（英文）は、多文化組織における従業員の仕事に対する満足度（以下、職務満足）

と知識マネジメントの関係について、とくにサウジアラビアの King Saud 大学病院を事例

として研究したものである。現在、知識ベース経済の到来によって、企業のみならず、病

院、大学、政府機関など一般組織でも、知識マネジメントの導入・実践が重要になり、そ

れが組織のパフォーマンスにも大きな影響を与えるようになってきている。組織のパフォ

ーマンスは従業員の職務満足の影響を受けることは言うまでもない。このため、知識マネ

ジメントの導入・実践によって、従業員の職務満足や組織のパフォーマンスがどのように

変化したかについての研究はきわめて重要な課題となっている。しかし、これらの諸関係

の研究は、わが国の経営学の分野ではほとんどなされていないのが実状である。さらに、

多様な国籍と文化を持つ従業員が働く多文化組織における職務満足と知識マネジメントの

関係についての研究となると、皆無と言ってよい。その意味では、本論文はきわめてユニ

ークな研究と言える。加えて、本論文は研究課題に関する先行研究を渉猟・レビューした

うえで、独自の概念的モデルや仮説を構築し、それを使って King Saud 大学病院における

従業員の職務満足と知識マネジメントの関係、およびそこにおける諸問題について実証分

析を試みている。

さて本論文は、大別して序論（第 1 章）、理論研究（第 2 章、第 3 章、第 4 章）、現状分

析・事例研究（第 5 章、第 6 章、第 7 章）、事例研究の分析・検討課題の提示（第 8 章、第

9 章、第 10 章）から構成されている。

第 1 章では本研究の背景、目的、意義、方法、リサーチクエスチョン、概念的モデルな

どが説明されている。第 2 章「職務満足、知識マネジメントおよび知識マネジメント戦略

の文献レビュー」、第 3 章「多文化組織の知識マネジメント戦略」、第 4 章「多文化組織の

病院における職務満足と知識マネジメントの研究」では、知識マネジメント、職務満足、

多文化組織に関する先行研究を広範にレビューし、それらの理論の有用性や限界を明らか

にしつつ、事例研究のための概念的モデル、分析フレームワーク、仮説の構築に向けての

議論を展開している。

第 5 章「サウジアラビアの医療システムにおける多文化組織」では、サウジアラビアの

医療システムの環境・現状・問題点、病院組織の変化とそこにおける知識マネジメントの



- 8 -

導入・実践やその戦略の重要性、および病院における従業員の職務満足の意義などについ

て検討している。第 6 章「職務満足と知識マネジメントの文献ベースの事例研究」では、

先行研究で紹介された複数の医療関係組織を取り上げ、知識マネジメントの導入・実践と

職務満足との関係、およびその関係におけるマネジメント上の諸課題について議論してい

る。第 7 章「King Saud 大学における職務満足と知識マネジメント戦略の事例研究」では、

King Saud 大学病院の従業員（看護婦と医師）に対して実施したアンケート調査とインタ

ビュー調査に関する方法や内容などについて説明している。

第 8 章「King Saud 大学病院における職務満足と知識マネジメント戦略の事例研究から

の発見事実」、第 9 章「事例研究に基づく議論」、および第 10 章「提言」では、アンケート

調査とインタビュー調査からの発見事実を記述すると同時に、本研究で構築した概念的モ

デルと仮説の検証を行い、そしてサウジアラビアの病院における従業員の職務満足と知識

マネジメントに関する問題点と今後の課題について提言している。King Saud 大学病院で

は、サウジアラビア人の従業員と非サウジアラビアの従業員では、給料やその他の労働条

件に格差があり、しかもコミュニケーション上の問題も存在するために、彼ら・彼女らの

職務満足でも違いがある。また、サウジアラビアは多文化社会ではないため、その従業員

には異文化への理解が不十分で、そのようなことからも従業員同士での知識の移転や共有

が円滑に行われれず、したがって知識マネジメントが十分に実践されていない。この点を

改善するためには、従業員に対する教育プログラムの開発と実践が重要になるという。

このように、本論文はグローバル知識ベース経済の時代を迎え、ますます重要でかつ研

究価値が高いにもかかわらず、わが国では研究が皆無と言ってよい研究課題について、先

行研究の広範なレビュー、現状分析・事例研究、およびその検証という、現在の経営現象

を研究するために必要なオーソドックスな研究方法でアプローチしている。その研究課題

への着眼点や研究内容に独創性があると同時に、事例研究に基づく議論や提言にも説得力

があり、総合的にみて、十分な研究成果をあげている。

論文審査要旨

本論文は、最近の経営学、とりわけ国際ビジネス論や異文化経営論の分野において重要

な研究課題になっているにもかかわらず、とくにわが国ではほとんど研究がみられない課

題に挑戦したもので、きわめて興味深く、また学術的にも価値が高い。

まず、研究課題に関する先行研究を非常に広範に、かつ丹念に渉猟し、レビューしてい

る。とくに知識マネジメントにおけるキー概念である知識の Personalization と

Codification を取り上げ、多文化組織における従業員の職務満足にとって重要になるコミュ

ニケーションに注目し、その改善手段としての ICT（情報コミュニケーション技術）の活

用を議論している点が特筆に値する。次に、先行研究から独自の概念的モデル、分析フレ

ームワーク、仮説を構築し、実施面で多様な制約があり、その実施が容易ではないサウジ

アラビアの病院を事例対象にして定量的な調査（アンケート調査）と定性的な調査（イン

タビュー調査）を行い、そのモデルや仮説の検証を行っている。そしてさらに、その調査
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結果からサウジアラビアの病院組織に特有な多くの問題点について、多文化組織と知識マ

ネジメントの視点から指摘し、将来に対する課題も提言している。

本論文は、研究の着眼点や問題意識、研究方法、事例分析など、総合的な点からみて、

博士論文の水準に達しており、論文提出者も今後研究者として「自立して研究活動」を行

いうる知識と研究能力を身に付けている、という判断から審査委員全員が合格と判定した。

口頭審査要旨

まず、論文提出者から 30 分のプレゼンテーションが行われた。そこでは 26 ページにお

よぶパワーポイントを使って論文の要旨について説明された。

審査委員から、本論文にある概念的モデルの独創性と妥当性、そのモデルと事例研究と

の関連性、知識マネジメントと知識マネジメント戦略の概念や対象の違いなどに関する質

問がなされたが、いずれも明確な回答と説明がなされた。審査委員からは事例研究の対象

者が少ないのではないか、また事例研究に基づく提言が量的にやや物足りないのではない

かとの指摘があったが、それらは本論文の価値を下げるほどの大きな問題点ではなく、今

後のよりレベルの高い研究を目指すためのアドバイスという性格のもので、結論として審

査委員全員が口頭審査も合格であると判定した。


